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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 232 ha

平成 17 年度　～ 平成 21 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 H15 H21

人/日 H15 H21

人/時 H15 H21

人/年 H15 H21

都道府県名 富山県 氷見市 氷見地区

計画期間 交付期間 21

大目標：観光客と住民が行き交うまちなかづくり

目標１　中心市街地内の観光資源を結ぶ歩行者ネットワークを形成するとともに、市民会館の機能向上や空き店舗を活用したイベント等の開催によりまちなかへ観光客の誘導を図る。

目標２　市民の生活拠点としての役割を高め、人口流出を抑制し、にぎわいの再生を図る。

目標３　交通アクセス条件や交通の安全性及び歩行者の快適性の向上を図る。

・当地区は、本市の商業中心地として栄えてきたが、モータリゼーションの振興や郊外型大型店舗の進出といった外的要因に加えて、狭隘な道路幅員や排水施設の老朽化、幹線道路と市街地を連絡する明確な道路の不足といった内的要因から、地区
内人口はこの１０年で１０％減少し、高齢化率も進行し率は２７．７％に達している。
・様々な都市機能が集積している市街地は、本来交通弱者に適している環境でなければならないが、当地区は各施設と連絡する歩行空間が狭隘であったり段差があったりするなどして、十分に形成されていないため、交通弱者にとっては市街地居住の
利便性が十分に享受されていない環境となっている。また、市民会館は築後４０年余りが経過し、老朽化が目立つため、市民は多様な芸術に触れる機会が少なくなってきている。
・当地区は、国の指定文化財「上日寺の大いちょう」や「朝日貝塚」をはじめとする文化財などが点在するエリアであるが、全国的に有名な「氷見の魚」を活かした観光施策として「フィッシャーマンズワーフ（海鮮館）」の建設や本市出身の漫画家「藤子不二
雄Ⓐ」氏の人気キャラクターを活用したからくり時計やモニュメントを設置し、観光客の誘導を図っているが、街路等の基盤水準が低いため、観光客は立ち寄り型の利用がほとんどとなっており、市街地全体への波及効果が少ない状況にある。
・当地区では、歴史ある「まるまげ祭り」、「ごんごん祭り」や「祇園祭り」が行われているが、近年、「食都・氷見キトキト祭り」や「ひまわり大作戦」などのイベントが行われ、また、平成１３年に氷見市商店街連盟が主体となり、空き店舗を活用して「Laぶりー
茶屋」を整備運営し、特産品の販売や作品展及び手芸等教室を開催するなど各種イベント展開した。その結果、このことをきっかけに、当地区においては「まちづくり」の気運が年々高まってきている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・集客拠点である「海鮮館」の年間入り込み数は約６０万人であるが建設から７年が経過し,改装が必要な時期を迎えているが、能越道開通により、予想される来訪者の増加に対応するための増築も土地利用上の制約のためできない状況にある。
・海鮮館への来訪者のほとんどが、立ち寄り型となっていて市街地へは殆んど人は流れていない。
・今年度末に予定されている能越道氷見インターチェンジの開通に併せて新たな集客拠点施設の建設が求められている。
・大規模イベント開催の拠点がなく、芸術の展示・鑑賞の場が乏しい。
・中心市街地の商店街において、かつての賑わいが失われ空き店舗が目立つようになった。（市全体数値ではあるが、商業事業所数及び年間販売数ともに、この１０年で２０％減少した。中心市街地は更に減少しているものと思われる。）
・近く供用する能越自動車道の氷見インターチェンジと市街地とのアクセス道路網の整備や歩行者にやさしいネットワークづくり、更にはなどの整備が急務となっている。

「２００万人交流都市」の拠点としてふさわしいまちづくり
・総合計画（第７次氷見市総合計画）では、将来像を「人と自然がなごむ交流都市ひみ」と位置づけ、「６万人定住と２００万人交流都市」の実現のため、”まちがにぎわい、やすらぎを感じ、市民が快適性を実感できる”市街地形成を目指しており、当地区に
おいては、生活機能の集積を図るとともに、能登半島の玄関口としてふさわしい交通機能と魅力あるまちづくりがもとめられている。
・都市計画マスタープランでは、氷見漁港から氷見駅を市の中心拠点として位置づけ、にぎわいのあるまちづくりを推進するとともに国道１６０号や国道４１５号を生活軸とし、住・商・工のバランスのとれた市街地の形成を目指すとして、魅力ある空間つ゜く
りや住宅地における住環境の改善、中心市街地へのアクセス路整備等を図るとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

来街観光客数の増加 道の駅（海鮮館）入館者数（市「観光客入込調査報告書」による） 集客核となる観光施設を訪れる来客数増加を目指す 1,712

地区内人口の減少数削減 住民基本台帳（12.31現在）による前年からの減少者数
地区の賑わいを回復させるとともに、環境整備による定住人口の流出を抑
制する

-265

中心市街地における中学生以上の者の通行人数（9:00～19:00菊華堂前）
郊外からまちなかへの回遊性向上を図り、中心商店街の歩行者数増加を
目指す

112

-240

2,500

140

地区内イベント参加者数の増加 中心市街地におけるイベント参加者数 中心市街地におけるイベント開催を支援し、にぎわいあるまちづくりを行う 142,500 170,000

中心商店街の歩行者数の増加



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
＜住民・ＮＰＯ等による継続的なまちづくりの取り組み状況＞
　
中心市街地の活性化に向け、氷見市商店街連盟が空店舗を活用し、「まちづくり情報コーナー」「ＩＴ支援コーナー」「市民休憩コーナー」「会議・研修・ミニギャラリー」「チャレンジショップ・アンテナショップ」など様々機能をもたせた「まちの駅Ｌａぶり－茶屋」
を運営しており、多くの地域住民や来街者に親しまれ活用されている。また、まちづくりＮＰＯ会議を開催するなど、まちづくりの拠点（まちづくりセンター）としての機能も有している。
また、　「ヒマワリのように明るく元気な氷見に」と、氷見青年会議所が一昨年に始め、３回目を迎える「ひまわり大作戦」が行われている。「ひまわり大作戦」は市街地に隣接する埋め立て地の１ヘクタールの広場を約６万本のヒマワリの花で埋め尽くすの
であり、市内外から多くの参加者が訪れる。また、関連イベントとして開花祭や収穫祭、感謝祭などが行われるほか、７月下旬～８月中旬の夜間はライトアップされ多くの観光客が訪れている。
（氷見市商店街連盟）
代表者　　　　森　晨 朗　　　　　　　構成員　　　  ２８５名
活動実績　　Ｈ１３より空き店舗を活用した「ミニギャラリー」や「生涯学習教室」を開催し、中心市街地の活性化に寄与している。

方針に合致する主要な事業

・フィッシャーマンズワーフやカラクリ時計、上日寺など、地区内に点在する観光拠点や文化財と商店街を中心としたまちなか、交通結節点である氷見市
を連絡する快適な歩行者空間を形成し、観光拠点への来訪者が一帯を周遊できる歩行空間を整備する。まちなかへの誘導策として、市商店街連盟が中
心として『魚』や『牛肉』などの「氷見ブランド」を活用した食のイベントなどの開催により、集客を図る。あわせて、周遊の休憩地として市街地に潤いを与え
ている湊川沿い及び国道４１５号沿線にポケットパークを整備するほか、来訪者を案内するとともにまちなかの周遊を促す案内施設を整備する。
・新たな市街地の魅力創出として、本市出身の有名漫画家の「キャラクターロード」づくりや、空き店舗を活用した市民ギャラリーを設置するほか、イベント
開催の拠点となる「市民会館」の機能向上を図り、市民や来訪者に対する市街地の賑わいの拠点を形成する。

　
道路事業（街路）：朝日公園線（基幹事業）、
道路事業（地方道）：湊川左岸線、湊川右岸線、新町漁港線（基幹事業）、朝日川原１号線（関連事
業）、
地域生活基盤施設（基幹事業）、地域創造支援事業（提案事業）

　
・急激な地区内の人口減に対応すべく、住民が市街地居住の利便性を享受するため、老朽化した雨水排水路を更新するとともに、地区内の主要施設を
連絡する歩行空間の整備や消雪パイプを布設する。
・平成１５年度に行った都市計画マスタープラン市民意識調査において、市街地居住住民からの「身近に家族がくつろぐ広場・公園が欲しい」という多くの
要望に応えるため、湊川沿いにポケットパークを整備することにより満足度の向上を図る。

　
道路事業（地方道）：加納野線、湊川左岸線、漁港吐川線（基幹事業）、朝日川原１号線（関連事
業）
地域生活基盤施設（基幹事業）

・来街者数の増加を図り、中心市街地の経済を活性化させるため、平成１８年度開通予定の能越自動車道 氷見インターチェンジと中心市街地とのアクセ
ス道路を、利便性の良いものに整備する。
・氷見漁港敷地内の埋立地に、新たな集客拠点施設を建設する。

　
道路事業（街路）：鞍川線、道路事業（地方道）：七軒上庄川線、池田浜１号線

整備方針１（観光客の回遊性向上）

整備方針２（交通アクセスの向上と新たな集客拠点の建設）

整備方針３（生活環境の向上）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 氷見市 直 80m 17 21 17 21 63.8 63.8 63.8 63.8

氷見市 直 60m 18 20 18 20 145.9 145.9 145.9 145.9

氷見市 直 450m 17 19 17 19 42.8 42.8 42.8 42.8

氷見市 直 520m 21 21 21 21 12.3 12.3 12.3 12.3

氷見市 直 790m 17 20 17 20 20.8 20.8 20.8 20.8

氷見市 直 1120m 17 21 17 21 83.9 83.9 83.9 83.9

氷見市 直 140m 18 20 18 20 139.5 139.5 139.5 139.5

氷見市 直 610m 19 19 19 19 17.3 17.3 17.3 17.3

氷見市 直 300m 19 20 19 20 37.9 37.9 37.9 37.9

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 氷見市 直 － 17 21 17 21 41.8 41.8 41.8 41.8

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 氷見市 直 延3537.93㎡ 17 17 17 17 146.2 146.2 146.2 146.2

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 752.2 752.2 752.2 752.2 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
氷見市 直 － 20 21 20 21 14.9 14.9 14.9 14.9

氷見市 直 延426.69㎡ 18 19 18 19 40.3 40.3 40.3 40.3

氷見市 直 延157.01㎡ 21 21 21 21 8.4 8.4 8.4 8.4

氷見市 直 － 21 21 21 21 2.6 2.6 2.6 2.6

－

潮風ｷﾞｬﾗﾘｰ運営協議会 間 － 19 19 19 19 24.5 24.5 14.5 14.5

－

合計 90.7 90.7 80.7 80.7 …B
合計(A+B) 832.9

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
実行委員会 － 30千人 ○ 17 21 50

氷見まちづくり㈱ 3000㎡ ○ 19 20 1254

物販施設 氷見まちづくり㈱ 5000㎡ ○ 21 21 1500

地方道朝日川原１号線 氷見市 国土交通省 390ｍ ○ ○ 21 21 40

合計 2,844

0.40

直／間

交付限度額 333.1 国費率

規模
（参考）事業期間

うち民負担分
朝日公園線

湊川右岸線

新町漁港線

漁港吐川線

市民会館

街路

交付期間内事業期間
事業主体

－

細項目

交付対象事業費 832.9

事業 事業箇所名

－

－

池田浜１号線

街路

地方道

地方道

地方道

地方道

－

－

住宅市街地
総合整備
事業

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

漫画ｷｬﾗｸﾀｰﾓﾆｭﾒﾝﾄ設置事業 比美町他

市民ギャラリー 中央町

商店街活性化交流サロン 本町

事業活用調
査

事業効果分析 －

－

10.0

－

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

まちづくり活
動推進事業

市民ギャラリー運営費補助事業 －

事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

地方道

北大町

朝日本町～南大町

「食の都」氷見キトキトまつり 比美町

健康増進施設 北大町

鞍川線

加納野線

七軒上庄川線

湊川左岸線

地方道

地方道

10.0

事業


